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資料紹介
最近出た経済学者の追悼文集
?
原
?
郎
はしがき
本稿は，本誌第37巻第5号 (1988年1月）に発表した「最近出た経済学者の追悼文集」
．に続くものである。前稿は， 1984-1987年の間に出た追悼文集10点を紹介したのだが，本
稿は， それをうけて， 1988-1989年に出たもの6点と， 1981年に出たもの 1点，計7点
を，経済学者名の五十音順にとりあげる。
I 
(1) 荒木光太郎 (1894-1951)
『おもいで』，編集•発行火曜会（東京都港区元麻生2-11-20 細野方）， 1981年2月25日
発行，非売品， B6版207ページ，巻頭に遺影十葉。題字荒木光子（未亡人），カット荒木
寛畝・十畝のスケッチより。
序によれば，故人のゼミ OBの会である火曜会が恩師の30年忌を考えつっ書いた会員の
追憶文を編んだのが本書で，「先生の奥様は御健在で， そうした思い出でも集まれば何よ
りだと喜ばれました。……なお寄せられた論文については「荒木教授追悼論文集」に掲載
致しました」とある。
本文は「先生の生いたち」と， 「ゼミナールの写真と先生に教わった人々の記」との二
つに分かれる。前者は，故人の少年時代の写真や，東大教授時代にイタリー駐日大使や父
荒木十畝らと一緒の写真などと共に，つぎの四篇の文章をおさめる。なつかしい思い出
谷川徹三（一高の級友）， 我が友荒木教授の思い出 ミュルバッハ・ゲルデルン・エグモ
ンド伯，荒木光太郎教授を偲んで ヘッソー・フォン・エッツドルフ，荒木光太郎さんを
懐う 田中金司（神戸大学名誉教授）。この他に編者の細野孝ーあての青木節ー(-高以
来の友人）とF.A. ハイエクの手紙（故人は1924-1925年のウィーン大学留学時代にハイ
エクと知り合った）がかかげられている。9
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後者は荒木ゼミの写真四葉と， 27人の教え子の文章がならんでいる。最も長文なのは細
野孝一の「先生と私」で，その中に故人の著作目録（単行本9冊と論文・随想など103篇）
もふくまれている。
荒木光太郎について，私はこれまで， (1)東大の山崎覚次郎の講座をうけついだ貨幣•金
融論の学者で，ウィーン学派の学説の紹介者であり， (2)戦時中の東大経済学部で土方成美
のグループに属して大内兵衛のグループと対立し，戦後東大を辞して財界で活躍した， と
いう程度のことを知っているだけで，大部の「貨幣制度概説』 (1933年）も読んでいなか
ったが，本書で，研究者としての荒木の他に，家庭の人としてまた教育者としての足跡を
はじめて知った。大学人としての故人を知るうえには， 大石泰彦（原論）(1), 今野源八郎
（交通論），鍋島達（経営学）らの追憶文が有益である。
故人は東大を卒業した1919年に農学部の助教授となり，間もなく夫人同伴で欧州に 3年
留学し， 1927年に教授に昇進， 1938年には日独交換教授としてベルリンやウィーンにゆく
など，まことに恵まれた人生を送ったが，戦後は学界をはなれ， 57歳の若さで病死すると
いう，戦前とは対照的な晩年であった。追悼文集が歿後30年たってやっと出たということ
にも，そうした経歴が反映しているといえよう。
(2) 有沢広巳 (1896-1988)
『有沢広巳の昭和史』，編集•発行『有沢広巳の昭和史』編纂委員会（世話人石井和夫，
中村隆英，森一久），製作東京大学出版会， 1989年3月7日発行，非売品，「本書は，故有
沢広巳を追悼して編集された， 戦前戦時を中心とする自伝「学問と思想と人間と』，戦後
40年の足どりを自身の言葉をもって綴った「歴史の中に生きる』，および知友・親族の「回
想」の三冊からなっている」。「学問と思想と人間と」はもと「エコノミスト』に連載さ
れ， 1957年に毎日新聞社から出たものの復刻であり， 『歴史の中に生きる」には， おりお
りの対談，挨拶， 1945年9月13日~12月31日の日記，略年譜と主要著作目録がおさめられ
ている。『回想」は， B6版240ペー ジで， 巻頭に遺影十六葉がある。ここでは，『回想』
を中心に紹介する。
後記（編纂委員会世話人の一人石井和夫執筆）によると，「先生の追l卓録をつくろうと
いう声におされて，編集を発起したとき……まず『学問と思想と自由」を読み返し，……
註(1) 大石は荒木の没後彼の蔵魯の整理をしたが， 「先生の厖大な……蔵書は近畿大学に
一括おさめられたはずである」と書いている (74ページ）。近畿大学の本多新平教授
に問い合せたところ，たしかに荒木の蔵書は近畿大学の図書館に入ったが，別置され
ておらず，冊子目録も作られていないので，詳細は不明の由である。
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〔本書の復刊〕で第I部は決定した。……奥様に懇請して日記の公開をお許しいただ〔き〕，
……その日記を起点と〔し，対談や挨拶など〕をまとめて第I部「歴史の中に生きる』を
編んだ。……それに加えて，戦前戦後，先生の事跡にかかわるエピソードを，できるだけ
現場に近くおられた方々に綴っていただいて，第m部「回想Jとすることにした」。
「回想」は4部よりなる。 I「交遊ー戦前・戦中」には，横田喜三郎，脇村義太郎ら8
人の文章が， I 「交遊ー戦後」には，都留重人，福武直，何方(2)ら17人の文章が， m「恩
師と仰いで」には，小林義雄（有沢ゼミ第一回生）やH比野好男（法政大学での有沢ゼミ
生）ら12人の文章が， IV「親族として」には，夫人や長男らの8人の文章と，故人の歿後
10ヶ月後にその跡を追うようになくなった夫人をしのぶ遺族5人の文章とがおさめられて
いる。
1988年3月7日に92歳で没した故人の 1周忌に， 全3冊総計773ページの大部な『有沢
広巳の昭和史」が刊行されたことは，有沢の活動が， 研究者と教育者としてのものにと
どまらず，戦前も戦後も， 広汎な社会的実践をともなうものであったことの結果であろ
う。ちなみに， 1945年11月に東大経済学部に復帰した有沢は，大内や有沢・脇村らと入れ
かわりに辞任した荒木光太郎の使っていた研究室に入ることになる。ともあれ，この三部
作は，動乱の時代を生き抜いたユニークな社会科学者の生涯を通じて1926-1988年の昭和
史を概観しうる貴重なドキュメントとなっている。
「回想」におさめられた諸家の文章のうち，私が最も注目するのは，向坊隆「原子力開
発の指針」と森一久「『先生と原子力』を顧みて」の二つである。石炭問題や石油問題な
ど，戦後日本経済の中心問題であったエネルギー政策に深くかかわってきた故人は，晩年
には原子力の平和的利用に情熱をもやし，その推進のために努力をかたむけた。向坊と森
は，原子力問題にとりくんで奮闘する有沢の姿を最も身近かで見ていたものの記録とし
て，『歴史の中に生きる」の中にある， 「エネルギー革命下の経済学者」（脇村義太郎との
対談）や，「原子力平和利用の課題と対策」（日本原子力産業会議年次大会における会長所
信抄）と，あわせてよめば一そう興味ふかい。
註(2) 中国科学院の何方は「中国社会科学院と有沢広巳文庫」の中で，有沢が中国友好，
とくに両国の学術交流に力を入れ，中国の日本研究をバックアップするために， 自分
の蔵書を中国社会科学院日本研究所に寄贈することにしたこと， 1987年初めに「資本
論」原本初版をふくむ2万冊が北京にとどき，同年5月22日に「有沢広巳文庫」の開
所式がおこなわれたことを書いている (132-133ペー ジ）。
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I 
(3) 向坂逸郎 (1897-1985)
「道は一筋ー 一向坂逸郎を語る一ー 』， 向坂ゆき編， 社会主義協会出版局発行， 1988年
12月15日発行， 1989年1月20日第2刷，定価1,600円， B6版353ページ，巻頭に遺影ー葉
と弔句の写真。
編者の「あとがき」によれば，なつかしき人々が故人を語った言葉をえらび出して本書
を編むにあたって，和気誠ら 4名の援助をえたとある。向坂が 1985年1月23日に歿した
後，『社会主義』の1985年3月号， 11月号， 1986年1月号， 2月号に多くの追悼文がのり，
『まなぶ』，『労働組合』，『月刊社会党』，『社会通信』， 『唯物史観』， 『青年の声」などの諸
誌にも追悼文がのった。また「国際連帯」と「DDRレヴィュー」には東ドイツの人々
の，『今日のソ連邦』にはソ連の人の追悼文が発表された。 さらに小冊子の追悼文集も何
種か出たようである（たとえば向坂逸郎千葉県追悼集会実行委員会の「私の向坂逸郎先
生』， 1985年5月など）。本書はそうした多くの追悼文や，さらに故人の生前に書かれた諸
家の向坂逸郎論の中からえらび出した文章をまとめ，歿後4周年の命日に間に合うよう刊
行されたものである。
全体が12章にわかれる。 (1)「歩み，登る」， 岡田喜秋「山に登らない人の山岳槻」（『ア
ルプ」 1961年10月号）ら 4篇， (2)「『労農」前後」，青野季吉「大森と向坂」（『東京新聞」
1957年4月26日夕刊，抄録）など3篇， (3)「共に学ぶ」，大内兵衛，有沢広巳，土屋喬雄，
岡崎三郎， 相原茂， 鈴木鴻一郎， 近江谷左馬之介の7篇， (4)「九州大学一ー戦前と戦後
ー」，田中定（「ゼミナール『金融資本論』の頃」，九大『経済学研究j1962年4月）な
ど7篇， (5)「松本，そして『資本論』」，百瀬嘉郎（「なつかしき安曇野石井柏亭と大論
戦」，『社会通信」 1985年2月21日）など5篇， (6)「三池」，塚元敦義（「心から労働者を好
いとった」，『社会主義」 1985年3月）など7篇， (7)「社会党，総評，労働大学，社青同」，
飛鳥田一雄「ほんとうの教育者はと問われて」（『朝日新聞j1970年7月14日，抄録）など
7篇， (8)「書評」， 向坂の「マルクス伝』， 『学ぶということ」ら8種の著書に対する大河
内一男らの書評 10篇， (9)「懇切の人」，朴正義「日本を去るにあたって」（『社会主義」
1960年3月号）など5篇， UOl「きびしさとやさしさと」，川俣晃自「『丸の内界隈」より」
（『日本読書新聞」 1963年3月25日・ 4月1日）など 15篇， Ul「兄を思う」向坂次郎，同
正男の思い出2篇， U2l「その時」， 稲田芳郎「その時— 1985 年 1 月 24 日の心象風景」，
『社会通信』 1985年2月21日）など 6篇。
以上78篇の文章の中から私の印象にのこったものを一二紹介しよう。
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鈴木鴻一郎は「『日本のマルクス』」（鈴木「一途の人』，新評論， 1977年）の中で，つぎ
のょうなエピソードを紹介している。向坂・宇野の肝入りではじまった「資本論研究会」
の後の夕食時に，「いくぶんお酒の入った宇野先生が突然隣に坐っていた向坂先生（先生
は酒を一滴も嗜まない）にこう話しかけた。どういうきっかけだったのか，いまはまった
＜憶えていない。一ー「ぼくはマルクスになるから， きみはエンゲルスになれヨ， ホン
ト！』」。鈴木は宇野のこの「なんとしても異様な発言」を，向坂が「エンゲルスに見立て
られてもなおー片の苦笑をもってこれを軽く受け流し」たところに「大人の応待を感じた」
とのぺている。
小林晃の「『向坂文庫』(3)見学余談」（『青年の声』， r1986年7月7日）にも，興味ぶかい
工ヒ°ソードが紹介されている。 7万冊の向坂文庫が大原社研に寄贈され，地下三階の書庫
におさめられているが，そこには，向坂訳「資本論』完成の記念に大内兵衛の書いた色紙
（「マルクスがふきし煙の資本にてわが向坂はまんじゅうくいおり」）や向坂の（また向坂
あての）書簡なども展示されており，その中につぎのような手紙もあるという。岩波茂雄
が向坂に『資本論」の翻訳を一且依頼しておきながらその撤回を申し入れた手紙で， 「こ
うした事態になった理由は， 『講座派」の某学者が「資本論』は社会主義にとって一番大
事な文献だから，『労農派」の者に訳さすべきでないという抗議をいったんは受け入れた
ためである」。
宇野からマルクスの第ニバイオリンをひくことで足れりとしていたエンゲルスになれと
いわれた戦後の向坂とちがつて，当時はまだ彼も若かったから，岩波のこの態度にすごく
腹を立てた。そのとばっちりを三木清がうけたといぅ面白いエピソードも，小林晃はこの
文章であわせて紹介している。
(4) 佐藤金三郎 (1927-1989)
『追悼•佐藤金三郎」，編集•発行新評論（東京都新宿区西早稲田3-16-28) 内，藤原
良雄 1989年4月15日発行。非売品，新書版16ページ。『新評論」（新評論のPR誌）第67号
(198呼 4月）の特輯「佐藤金三郎氏を悼む」 pp.1-16を小冊子としたものである。
序に， 1989年1月9日， 出勤途上心臓発作で急逝した故人は，「『反ケインズ論』 (1952
註(3) 向坂文庫のことは，松尾諄兌も「懇切の人」（『図書」』，岩波害店， 1985年6月号）
の中でふれている。 1967年頃に立派な鉄筋コンクリートの書庫が建てられたが，すべ
ては入りきらず，雑誌「労農」などは別置してあったが，向坂は松尾のように社会党
員でも社会主義協会の会員でもない京大の若い研究者がこの文庫の資料を利用するの
にきわめて親切に応接したという (260-261ペー ジ）。
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年，共訳）以来，最後の著作となる近刊『「資本論」成立史』にいたるまで，小社とも関係
の深かった氏を悼み，生前の氏とおつきあいのあった20人の方々に追悼のお言葉を寄せて
いただきました」とある。
寄稿者は，故人の恩師高島善哉をはじめ，同門の平田清明，大阪市大時代の同僚であっ
た末永隆甫，奨実一男，磯村隆文，本多健吉，横浜国大時代の同僚であった杉本俊朗，本
間要一郎，岸本重陳，学界でつき合いのあった田中呉睛，伊藤誠，井村喜代子，広松渉，
内田弘，山田鋭夫，杉原四郎，門下生の竹永進，向井公敏，松岡利道，柴田武男らと，遺
族の佐藤恵美子夫人，佐藤正大（長男），合計22人である。岸本氏の描く故人像のスケッ
チの他，遺影六葉がのっている。
平田清明は1988年10月の研究会での故人の報告をきいた感想（「京阪での集いの一鮪」）
をつぎのように書いている。「死に至るマルクスの評価をめぐって微妙な屈折が彼のなか
にあるのが見受けられた。同時に彼が理論家としても文献史家としても常に現実との関わ
りを失うまいとする不抜の学究であることを私はあらためて痛感した」。平田がここでの
べている最初の点については，佐藤の死後刊行された高須賀義博編「シンボジウム「資本
論」成立史〔佐藤金三郎氏を囲んで〕』（新評論）における彼の発言によって，『資本論J
のマルクスよりも「経済学批判要綱』のマルクスを晩年の彼が高く評価するようになって
いたことを知ることができる。また第2の点については， 本間要一郎の「まぼろしの二
著」のつぎの一節が注目される。「佐藤君は，自分も現代の問題について強い関心をもっ
ており，いずれその方而の研究に踏み込みたいと，再三私にももらしていた。〔岩波書店
の〕「現代資本主義分析シリーズ」の執筆を進んで引受けたのも彼のそのような意欲の表
われであったと思う。このシリーズの執筆者たちによる研究会での佐藤君の報告は，マル
クス・ルネッサンスといわれる状況の中で誕生したヨーロッパの諸文献をいくつかの潮流
に整理してそれぞれの特徴を明らかにするというものであった。彼の構想の一端をきくこ
とができたのは私にとってせめてものなぐさめであるが，それを現代資本主義論までつな
げることを遂に果さぬまま彼は逝ってしまった。かえすがえすも残念である」。
30年にわたる学問的交流の中で故人から多くのことを学んできた私ー一その一端を本書
に寄せた「佐藤氏と私」に書いた一ーもまた，本間と同じ痛恨の念にかられている。
直
(5) 土屋清 (1910_:..1987)
『回想の土屋清』，編集土屋清追悼集編集委員会（代表外山茂，関嘉彦），発行土屋清追
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悼集刊行委員会（東京都千代田区平河町2-16-15,北野アームス301号）， 1988年3月10日発
行，非売品。 2分冊で， (1)『土屋消』， A5版410ページ，巻頭に遺影35葉，巻末に年譜，
(2)「土屋清著作拾遺』， A5版277ベージ，巻末に著作目録，より成る。ここでは(1)を中心
に紹介する。
「刊行の辞」（外山茂• 関嘉彦）によれば， 1987年3月22日に病歿した故人の一周忌に
刊行すべく 1987年5月から準備されたもので，追悼文集『土屋清」には96人の文章をあっ
め，『著作拾遺」には故人の青年時代から晩年にいたる， 現在入手しがたいもの (60篇）
をおさめた。
『土屋清」はつぎの 9 章よりなる。 (1) 「弔辞•お別れの言葉」，関嘉彦（本葬時）と尾
崎雄一郎（密葬時）のことば， (2)「経済界の人たち」， 伊藤淳二， 江戸英雄，鈴木次雄ら
17篇， (3)「官界での輪」，谷村裕，平田敬一郎ら 6篇 (4)「エコノミストの仲間」，稲葉秀
三，円城寺次郎ら12篇 (5)「ジャーナリストの仲間」，江幡清， 小森田一記， 俵孝太郎ら
12篇， (6)「拠点の総研・中東研」，小山茂樹ら 7篇 (7)「学友たち」，岩城由ーら三篇 (8) . 
「青H会・社会思想研究会」' (A)「河合・山田ゼミ」， 猪木正道， 外山茂， 安井琢磨ら 8
篇， (B)「社会思想研究会でのつながり」，碧海純一，和田春生ら12篇， (C)「門下生たち」，
太田賢一ら10篇 (9)「遺族・親族」，新恭仁子（長女），土屋房子（夫人）ら 7篇。
土屋清は有沢広巳より 14年若<' 1年早く歿したが，共に昭和期を生き抜いた日本の代
表的なエコノミストである。もっとも同じエコノミストであっても，有沢は東大経済学部
（→法政）という大学に拠点をもつアカデミックなエコノミスト，土屋は朝日新聞（→産
経）に拠点をもつジャーナリスティックなエコノミストであり，思想的立場も，有沢には
マルキシズムの色彩がより濃いのに対し，土屋のそれは恩師河合栄治郎からうつけいだイ
ギリス的社会改良主義といえよう。また経済問題とのかかわりも，有沢が鉱工業が中心だ
ったのに対し，土屋は財政金融に強い関心をもっていたというちがいはある。とはいえ土
屋が英国フェビアン協会の『社会改革の新構想」を共訳刊行している (1954年）一方，有
沢も1951年に設立された日本フェビアン研究所の代表理事に就任していることや，土屋も
また有沢と同様エネルギー問題にとり組み，石油危機のあと設立された中東経済研究所の
理事長となったことなどを思うと，この二人のエコノミストの間にはかなりの共通性があ
ることも事実である。二人の活動範囲は共に学界や言論界に限らず広く官界や財界に及ん
でいることは，二人の追悼文集に各界の多くの人物が同時に執筆している (4)ことにもあら
註(4) 有沢の『回想」と「土屋清』の両方に追悼文を寄せているのは，平岩外四，大来佐
武郎，吉野俊彦，円城寺次郎，稲葉秀三，中村隆英の諸氏である。
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われいてる。『有沢広巳の昭和史」と『回想の土屋清」とは，その意味で，併読すること
によって一層興趣が増すところが大きいであろう。
・(6) 林治ー (1914-1987)
r寒梅ー一林治ー先生追悼集ー一』，編集•発行林泉会， 1988年 4 月 8 日発行，非売品，
B4版129ページ，巻頭に遺影四十葉，題字林節子（末亡人）。
林泉会（林ゼミOBの会）会長松本定の「ご挨拶」によれば，本書は， 1987年1月9日
に長期の闘病生活の末に没した神戸大学名誉教授林治一の一周忌を記念して刊行されたも
ので，「寒梅」と題したのは， 故人の命日に林家の寒梅が芳香をはなっていたからだとい
う。
本文はつぎの三つにわかれる。 (1)「林治ー先生遺稿集」（「メンガーと限界効用学説の背
景」，『経済往来J12-8, 1960年4月， 「ロビンズ教授のプロフイル」， l!l6吟三など9篇），
(2)弔辞（神戸大学学長新野幸次郎，経済学史学会代表田中鍍睛ら 5篇）， (3)追悩。巻末に
略歴・著作目録と「ごあいさつ」（林節子），「あとがき」（編集委員長秋丸豊）がある。・
「追億」はつぎの三部よりなる。 (1)「御家族・御親族」，林良治（長男），林良平（弟）
ら6篇， (2)「友人」，藤井茂，置塩信雄， 八木紀一郎， 杉原四郎ら15篇， (3)林泉会・門下
生，足立英之，元木久，上宮正一郎ら23篇。
故人は恩師の丸谷喜市の影響もあってか短歌を作っていた。その作品が林箕保子「おじ
きざはし
いちゃんのおもいで」の後に「孫への5首）（「孫抱きて灯ともし降りる階段に小さき指絵
の犬の影おつ」など）がのっており，羽場光広の追悼文（「お元気だった頃の林先生」）の
中にも 4首の短歌が録されている。故人の研究業績については，若き友人で『オーストリ
ア経済思想史研究」 (1988)の著者八木紀一郎が， 故人の『オーストリア学派研究序説』
(1966)を中心とする業績をのぺた「林治ー先生のお仕事について」の中で，「メンガーの
晦渋な「国民経済学原理」を自力で読み抜こうとした先生の労苦（の中で）……発見され
たのが「主観主義的」方法でした。……先生の御研究の中でとりわけ今なお新鮮なのは，
先生がこの「主槻主義」視点にとっての時間のもつ決定的な意味を十分すぎるほど認識さ
れていたということです」とのべ，故人が病気でこのテーマの追求を十分なしえなかった
ことを惜しむとともに，「主槻主義」と時間要素というこの大テーマを継承すべ＜後進と
して「精一杯努力します」と書いている。私は，共に参列した故人の告別式のあと，阪急
六甲駅の近くの喫茶店で，敬愛する故人の人と業績について八木と二人で熱っぽく語り合
ったことを忘れ得ない。
(7) 渡辺輝ー (1900-1988)
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r認識のうた一渡辺輝ー先生の人と学問一』，編集，渡辺輝ー先生追悼文集刊行委
員会，発行者芦沢ー吉， 1989年4月8日発行，非売品， B6版323ペー ジ， 巻頭に遺影十
葉。
大崎平八郎の「はしがき」と鎌田武治の「編集後記」によれば，本書は1988年4月11日
に病没した故人の一周忌に刊行すべく，横浜高商の創立以来，高商・横浜国立大学経済学
部で41年間経済政策の担当者として歩んできた故人の門下生たちが渡辺ゼミナールを中心
に刊行委員会を作って編集刊行したものである。巻頭に「経歴」と「主要著作一覧」があ
る。
本文は，故人の文章15篇を I, I, ilにわけてのせている前半と，諸家の追悼文28篇を
訊 V,VIにわけてならべている後半の二つにわかれる。
前半の冒頭の文章「研究歴」は， 東京商大学生時代の三浦新七ゼミナールでの思い出
ゃ， ドイツを中心とした欧米留学，戦時中の仏印への長期出張などのことを中心とした研
究回顧であり，「認識のうた」は，横浜国大の退官講義 (1965年2月3日）の際に朗読し
た自作の散文詩6篇である。なお前半に挿入された，横浜国大の経済政策の後継者鎌田武
治による「渡辺・経済政策学の形成過程」は，故人の業績と学風を，教え子としてまた大
学の同僚として長く身近かにいたもののみが書きうる筆致でつづっている。故人はその研
究成果を著作で外部に公表するよりも教室で学生に講述することに重点をおくタイプの人
であった。
後半のWは，森田優三，黒沢清，渡植彦太郎，井手文雄，伊藤義孝ら故人とほぼ同年輩
の人々の文章， Vは玉井茂，渡辺義睛ら遺族・親族の文章，そしてVIは故人のゼミナール
の出身者やいろいろの意味で学恩をうけた人々の文章で，平館利雄，中村静治，大崎平八
郎，宮崎義一，長洲ーニらの名前もみえる。故人は言語学の造詣がふか．＜，諸国語に通じ
てたことは， mに収録されている故人の「国際補助語エスペラント」（『昭三会々報」 21,
1984年）でもうかがえるが，長洲ーニも「先生の語学」でそのことについて，故人から学
んだのは経済学のほかに「先生の言語感党だった」とのべ，故人からエスペラントを教え
られたことや，故人が晩年に唐詩に凝っていて，その鑑賞法をおそわったことなどについ
て書いている。故人もまた，大正後期に花開いた一橋アカデミズムにそだてられた学者の
一人だったように思われる。
むすび
以上に紹介した7点の追悼文集を通観すると，つぎの諸点がうかび上ってくる。
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(1)追悼文集は，逝去後30年もたって出た(1)や没後数ヶ月で出た(4)のようなケースは例外
で， (2),(5), (6), (7)のように一周忌に刊行されることが最も多い。
(2)故人が大学の教師の場合は，ゼミナール出身者の会が編集母胎になるのが普通で，そ
の時は非売品のかたちをとるが， (3)や(4)のように故人とゆかりの深い出版社から発行され
る場合は，市販されることもある。
(3)内容的に，追悼文の他に，故人の文章（論文でなく，ェッセー風のもの）の若干を併
載することが多い ((1)と(3)以外の 5点）。時には(2)や(5)のように追悼文集とは別に故人の
文集をまとめ，セットにして刊行することもあるが，これは例外的なケースである。
(4)巻頭に写真をのせ，巻末に年譜と著作目録をつけることが多い。
以上の4点は，前稿で紹介した 10点の追悼文集を通じてもいえることである。すなわ
ち，一周忌の頃をめどに，ゼミナール出身者を中心とした刊行委員会が，非売品のかたち
で，故人の文章をいくつかをあわせて収録し，写真や年譜•著作目録をそえて刊行すると
いうのが，追悼文集の一般的なパターンといってよいであろう。
後記，本稿を草するにあたり， 脇村義太郎先生はじめ，大崎平八郎， 林良治， 藤原良
・雄，川原竹ー，本多新平の諸氏の御高配にあずかった。記して謝意を表する次第である。
なおこの7冊も従来のものと同様に関西大学経商資料室に寄贈することにしている。
(1989.7.7) 
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